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佛敎の 光被寸 る處 、洞窟 寺院 あり、 洞窟 寺院 ある 處" 必史蹟 を 語るべき 雕素藝 術 あり、 その 最見 るべ 

きものを 印度、 中亞 、支那の 三處 とす、 印度に 在り. ては 予が自 探 見せし 所の みを 以て 寸る も、 實 に十餘 

處に 上る、 一處 にして 最多き は 百 八窟を 兑 し、 最少き もの も 十餘窟 を數ふ 、繪畫 あり、 彫刻 あり、 文字 あ 

り、 房舍 •塔 龕 •像 具の 樣式を 示 L 、 風俗 •說話 •信仰の 系統を 語る もの 比々 皆然ら ざるは ^ し、 而して .我國 

の 研究者が 塵に 指を 染めし もの 唯 アジャンタ 洞窟 寺院の 一 あるの み。 中亞 沙漠の 南北に 存せる 千 

佛洞 若く は 萬 佛洞も その 規模 印度に 劣らざる もの あり、 龜玆 方面の 千佛洞 •燉煌 方面の 千佛洞 •何れ 

も 我 國探見 家の 踏赍を 經 たりと 雖 、その 探 見 記の 公に せられざる 爲 これを 知る もの 極て 少しと す。 

支那に 於ても 洞窟 寺院と 見るべき もの 亦 多く、 その 研究の 見るべき もの 亦鮮 からず、 凡そ 洞窟の 

多き は 支那を 以て その 最と寸 る やの 觀 あり、 「事 類統編 」に 載せた る もの、 みを 以てする も實に 六十 

有餘の 多き に 上る、 土石 半 穿ち、 溪ハ介 旁に 通じ、 厘に 雨露を 防ぐ もの あり、 仙 洞 雲居. 禪念經 行 •遙に 塵 俗 

を隔 つる もの あり、 され ど 佛敎 史上、 若く は藝術 史上に 於て、 眞 に 研究 的價 値を 認められた る ものは、 

その 數甚 少しと す。 

關野 博士が 初て 天 龍 山 洞窟 寺院を 踏査し、 その 光景を 報ぜられ しょり 茲に五 年、 今や その外 部の 

全景ょり 內容の 全體を 世に 公に する を 得る に 至りた るは、 殊に か、 る 踏査 上の 危難 ある 硏究に 於 
て、 我々 がその 硏究關 係の 諸士に 向つ て 感謝し 措く 能は ざる 所 t り。 

洞窟 寺院の 發見 、研究、 發 表、 俱に我 國の學 者に 成りし ものは 唯 この 天 龍 山寺 あるの み、 予は 親しく 
この 研究 U 關 せ L ものに 非る も、 この 研究を 祝福し、 これを 世に 推獎寸 るに 於て 決して 人後に 落つ 
る ものに 非ず、 故に 識サ。 

高 楠 順次 郞 
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余は 大正 七 年 六月 始めて 天 龍 山を 踏 杏して 北齊隋 唐の 石窟の 猶多數 存在せ る ことを 確め た、 當 
時 余は 豫め 知縣や 土民に 其 存否を 問 ふたが 更に 知る ものが 1* かつた。 通 志 や縣志 の 記事を 便りに 
兎に角 往つて 見る ことにした ので あるから、 此發兄 は佘に 取つ ては 意外の 驚喜で あつた、 日程を 變 
页し山上に一衔して調査に努力したが僅々二日足らずの日子で足場の惡い處で實测をしたり、見 
取圆を 作つ たり ® 眞を 取つ たりした ので あるから、 固より 充分の ことは 望まれぬ、 其 上寫 S 原版の 
準備が 僅かに 一打より 無 かつた から 好む 所の 箇所を 充分に 撮影’ する こと も 出来ず、 虎穴 U 入りて 
手を {八-: くして 歸 るの 感が あつた。 しかるに 余の 調査は 次第に 我學界 に 反響を 及ぼ 1、其 後 ® 盤、 太 B 、 
木 村、 諸氏の 探撿 と々 り、 佛敎 史上、 藤 術 史上、 漸く 其の 價 値を關 明せられ たのみ ^ らず 遂に 小 野 玄妙 
氏 酋唱の もとに 望月 信亨氏 の 賛助に より 田 中 俊逸、 外 村 太治郎 兩氏の 完全 ^ る 調 木 ^: が 行は るゝこ 
と、 ^ つたのは 喜ば L きこと である。 元 來天龍 山 石窟の 在る 處は險 崔 絕壁 登攀に 便 令らず、 其 全部 
の 探檢は 容易 t らざる 準備と 至大の 危險 とを 伴 ふの て ある。 兩氏が 嚴 寒の 候、 殆ど 身命を 賭 L て 學 
界の爲 め、 此闲 難 ^ る 事業を 遂行され、 從來 知られざる 幾多の 石窟 を發 兄 し、 到底 近づく ことの 出来 
1* かつた 石菇 にも 入りて 無 Jit 八十 葉の 鮮明 t る 四 切大寫 E を 得られた のは 眞に 敬服に 値する。 今 
回此 等の 寫 眞を發 行し、 千古の 祕 境を 世間に 展開 せらる、 こと ゝ兮 つたのは 實に 欣快の 至りで あ 
る。 

支那には 燉煌、 雲-:! 、龍 門を 最 として 割合に 多數の 石窟が 各地 方に 散在して ゐるが 、北 ハ 多くは 北魏 
と初廚 の 作に か、 り、 其 中間に ありて 相互の 連鎖と 令るべき 北齊隋 時代の 遺蹟 a 殆ど 稀れ である。 
而 るに 天 龍 山の 石窟は 其 規模に 於て は 固より 燉煌、 雲 崗、 龍 門の 盛大に 及ば ざれ ども、 他の 石從に 比 
しては、 寧ろ M れるの み 令らず、 他に 類例 稀れ 令る 北齊の 代表的 石窟を 多く 有 L 、 又隋 初の 優秀 ^ る 
標本を も 保存して ゐ る。 加 之 其 初 唐の 作に 至りて は、 彫刻の 精麗 殆ど 他に 比類を 見る ことが 出來 ^ 


序 

I 昨年の 初冬 予は山 西 * の 太 原 •長淸 •交 城の 三縣を 歷遊せ る 際に、 天 龍 山の 石窟を も 探つ たこと 
力 あつた 三縣 には 佛敎の 立場から 見て、 踏査 寸べ きものが 數 々ある。 太原縣 には、 懸甕寺 や、 童子 寺 や、 
風峪や 法 華 寺の 故址が あり、 天 龍 寺が あり、 交 城縣 には 石 壁 寺が ある。 懸甕 山の 麓に ある. # 祠を 中心 
として、 是等の 遺 蹐故址 を踏赍 した 當 時の 偸 快は、 今日に も猶 まざく と目陡 の 間に 殘つて 居る。 

天 龍は は學兄 關野 博士が 初めて 數 百年の 埋もれから 搜り 得て、 之を 學界に 公に した もので、 予は 
その地勢や现狀を博士から聞いて居たので-容易に之を探るを得た。予の探る一週問前に、太田正苹 
木村莊 八の 二 氏 も 之を 探つ たので あるが、 若し 豫め之 を 知つ て 居た t ら、 壯 遊を 共に L 得べき にと、 
遺憾に 感じた 事で あつた。 旣に 經路と 存否との 明白と t つて 居る ものを 探る のは、 火 令る 苦 勢で t 
い ¥ が この 僻遠の 土地に 往つた 第一の 要件は. 石 壁 山玄忠 寺を 探る ことに あつた。 これは 地理 も、 存 
否 も 不明 1' ので 可 ^ りに 苦勞 したが、 幸に 之を 探り 得て、 長年 月の 渴を 癒した。 石 壁 山に 次ぐ の a 、 勿 
論 天 龍 山て あつたが 猶 その外に もと、 文献 上ょり 調畓 すれば、 天 龍 山の 北に 竝ぶ懸 甕 山 に は、 懸甕寺 
4 あつた 答で あり、 猶 その 北に竝 ぶ 龍 山には 童子 寺が あり、 猶 その 附近に 法 華夺が あり、 風 峪 の華嚴 
經石が ある 事が 分つ た ^ 等は いづれ も その 起原が 古い。 石 壁 山玄忠 寺と、 懸甕 寺とは、 北魏の もの、 童 
子 寺 •風 rrf •華 嚴經 石は、 北齊の もの、 天 龍 山の 石窟 は、 北齊に 始まり、 隋 代を 歷て 、唐 代に 及んで 益々 規 g 
を ® 大 1* らし. めた。 是 等の 中、 懸甕 山と 法 華 寺と a 、 可 ^ りの 注意を 拂つ たに 關らず '遂に 之を 探り 得 
令んだ > y -: : JlIL . 童子 寺が 廢址に 過ぎぬ ょり 考へて 見れば、 二 寺 共に 今日に 殘ら ぬので あらぅ rr の 如く、 折 
角の 勞力 も、 何の 効果 も 無き に 終る に 比すれば、 石 壁 山玄忠 寺と、 天 龍 山石窟 とが、 嚴存 して 居る のは、 
頗る 人 意を 強ぅ する 所で ある。 童子 寺を 探る 途次に、 道敎の 石窟を 、偶然に 見つけた のは、 予 の硏究 上 
に 取つ て、 少から ぬ 利益を 與へた 道敎 の石窟 が 極めて 少い とい ふ點に 於て すら も、 注意の ffl 値が あ 
る 上に この 石跻は 開鑿の 年代 も、 人物 も、 事狀 も、 判然たる ものであるから、 一 / f 興味が ある。 


燉煌 の石窟 は ペリオ 氏に より、 雲 崗 、龍 門の 遺躜は シャヴ ンヌ氏 により 旣に 世界的に 宣傳 された が、 

J-' 山の r )M- は 幸に 田 中外 村兩 氏の 努力に より、 其 K 相を 廣く內 外に 紹介して 世人の 硏究 ，、資す 

る こと、 令つ たのは 實に我 學界の 大慶 事で ある。 余が 當時 日程の 都合と 準備の 不足の 爲め調 杏を 

完ふ する ことが 出来 t かつた 部分が、 兩氏 によりて 更に 完全に 遂行せられ たのは 啻に 余 一人の 幸 

福の みでは 令い。 余は 東洋人の 當に爲 すべき 研究が 往 々歐米 人に 先鞭を 着けら る、 を 見て、 毎，、 殘 

念に. 思つ てゐた から、 今囘兩 氏の 此事 業に 對して ほ 特に 世人と 共に 滿腔 感謝の 意を 表せ 乙と 欲す 
るので ある。 


大正 十一 年 八月 


天 龍 山 石 m 中、 北齊 時代に 屬 する 二 m は’ 砂岩で あるに 關らず 、今日まで その 舊形を 維持した の彳 
踏查す る 人が 無つ た爲に 相違 令い。 その 中に 於て •樹下 靜觀や 、維摩 文殊の 内容の 造 像の 如きは、 古拙 
愛すべく 龍 門の 全く 同ヒ 構造の ものとの 比較 上、 殊に 面白い。 北 魏竝に 唐 代の 造 像が、 頗る 多い に 1] 
らず其 間に 介す る 北 齊と隋 代のは、 割合に 少い から、 藝 術の 上から すれば、 この 石 窟の價 値を 認めね 
ほ t らぬ 。徂予 の 立場から して、 少しく 遺憾を 感ずる のは、 石窟 成立の 背景を 爲す佛 敎史の 左 堅に 明 
了 t らぬ 事で ある。 

予は咋 年 古賢の 跡へ」 を 公に して 幾分 か 委しく 是等 の遺續 を 紹介 L て あるから、、 j ゝ には 之を 繰 
リ返 すの. 要が t V 天 龍 山の 石窟 ほ、 隨分 の數に 上つ たらしい が、 その 中破 壤 L 終れる もの も少く t 
い 又 現存は L て 居る けれど、 登攀すべき 舊徑だ も 無い までの 狀 態と t つて 居る もの も ある。 關野博 
土の 登り 得なん だものに a 勿論 予も 登り 得ず 空しく 之を 見上げた ばかりで あつたので、 予は その 
匕；！！ を 「古賢の 跡へ」 の 中に 記 L てあつた。 猶 、伊東 博士の 發 見に 係る 大同 雲崗が 、外人に ょつて 世界的に 
令つ た 如く、 この 天 龍 山 も、 同一の 運命を 繰り返す では 無から ぅかと' 記して 置いた 所が、 今度 外 村 氏 
ヵー 切の 準備を 調へ、 大膽令 企 圖を 試みて、 首尾ょく、 天 龍 山 石窟の 全部を 吾人の 前に 展開す る樣に 
L たのは、 予の 希望を 滿足 せしめた ものと いはねば 令らぬ。 

請に 任せて、 曾遊の 記憶を 繰り返して' 序に 代 ふるので ある。 

常 盤大定 
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朿洋學 藤の 硏究が 世界的に 盛に t つて 来たと 同時に、 佛 敎に關 する 逑築 彫刻 繪畫 等の 硏究も 亦 
盛 l: t つて、 內地は 勿論、 朝鮮に 支那に 閑 婆に 印度に 古蹟を 探査す る 者が 追々 殖えて 來た のは、 學界 
の爲こ 頗る 慶す べき ことで ある。 今 囘外村 田 中兩君 等が 支那 山 西 省 天 龍 山を 踏破し、 其の 所謂 石室 
二十 四 ® を 探 3^ された ことは、 最近 學界を 驚かした 一の 大兮 る出來 事で あつて、 佛敎 史上、 藝術 史上 
に 頗る 有益 t る 材料を 提供され たものと 謂は ねば t らぬ。 

近來歐 米の 學者 中、 來洋 學藝 の硏究 に從 事す る 者が 益々 多い。 特に 英_ の スタィン 氏、 佛國 のべ リ 
才氏 兮 どは、 ) t 煌 石室の 遺物を 發 見し、 獨國の グリュン ゥニー デル 氏は 龜玆に 於て ルコック 氏は“ 
E 3 に 於て 各 其の 舊址を 探查 L、 績 々として 有益 ^ る 報告が 發表せ られ る。 それに 比して 我 力 邦人の 
探險 的業蹤 と 見るべき ものが 甚だ 少い 。東洋の 研究は 當然 東洋人が t さねば t らぬ 所で ある。 殊に 
支那佛 敎に關 する ものは、 本邦 人が 研究 探査すべく、 地理 上に も 文字 上に も 將た思 想 信仰 上に も 極 
めて ® 宜で ある。 之を 歐米 人に 較べて 見る と、 其の 難易は 固ょり 同 H の談で t い。 然るに 邦人に して 
支那を 始め 其の 他 各地の 探險を 試みる- ものが 甚だ 少い のは、 一は 此種の 研究題目に 對して 一般 U 
注意を 缺き、 一は 然るべき 後援が t いからで ある。 

龍 門、 大同の 石窟 は旣に 世の 知る 所と 令り、 天 龍 山の 二十 四 龕 も 今回の 探 畓に ょりて 明 了と 令 つ 
たが、 併 かしこれ 等は 軍に 一局部に 過ぎぬ。 まだ 五台山が あり、 終 南山が あり 長 安が あり W 威が あり 
乃至 支那 四百 餘 州何處 に M 物が 殘つ てゐ るか も 知れぬ。 啻に 古石窟 、古佛 像の みで t く、 古 ^ 逸进の 
斷 が 發 見され て も 歴史上 ffi 大 t 發明を 持ち 来た 寸 ことがある。 燉煌 遺物 中に 幾多の 珍什が あつ 
て 學界を 驚か L たこと ほ、 極めて 最近の 事實で あるが、 此の 類の 伏藏が 將 來何處 で m た發 見され ぬ 
とも 限らぬ。 吾々 a 本邦の 學者が 今後 益々 此種の 研究に 注目せ ん ことを 望み、 同時に 亦 軍備 縮少の 
結泶國 庫に 餘裕が 出来たら、 政府に 於ても 斯かる 文化的 事業に 其の 幾分の 資 を投ぜ られん 事を 希 


私は 昨^- の 秋 頃から 五台山に 參詣 する ことを 思 ひ 立ち* その 登山に ついての 用意 道程に ついて 正確な ことを 
知りたい と考 へて ゐ たので ありました。 處が歲 末の 十二月 二十 五 口に 外 村 太 治 郎君が 來訪せ られ 、その ^ ならば 
近い 内に 北京へ 還る 序を 以て 太 ® 府まで 行つ て 聞いて 見やう. 若し 太 原で 解らぬ やうなら ば 山麓の 五 台 縣まで 
いつて 略 ぼ 確かな ことを 聽きた V して 知らせ まし やうとの 話て ありました が、 同氏 辭 去の 後に n 分と して 考へ 
たのには’ 折角 太股から 五 台 縣に まで も 出かけて 取り調べて 來 やうと いふには •相 常に费 用を 要する ことで ある' 
單に それだけで 空しく 還る の も 如 M にも 無駄な やうに 思 はれて ならない’ それなら 兼ねて 關野 常盤兩 111 士に 依 
つて、 世に 紹介せられ てゐる 天 M 山 石窟を ば 十分に 踏査を し、 なほ 寫眞を 全體的 に 取つ て 來たな らば •外 村 君が 態 
々太 原まで 行つ て 1 U 犬れ る ことが 無駄足に ならずに 濟むと 思 ひ 付いた ので、 その 事を 田 中 俊逸 氏に 相談した 所が、 
N 氏は 早速 快諾して 外 村 君の あとを 逐ふて 西 行し、 外 村 氏を 助けて この 私の 念願を 實行 して 下さる ことにな り 
ました。 それは 昨年の 十二月 三十 □でありました。 

敁初外 村 君の 話しでは 新 半 匇々 太 原府に 行かる、 ことて ありました が、 道中の 故障 やら： I ： かで 像 定か 後れ、 總 
ての 準備が 出來 上つ て、 H 的 地の 太 原に 赴かれた のは 延引を 重ねて 三月 七 R になり ました。 それには 外 村 ^ と 也 
京から 參加 せられた 田 中 君の 他に、 史に 北京 順 天 時報 照 像 部 技師 平田饒 君が 加は つて 三人で 出かけられた ので 
ありました ：而 して 外 村 君 等は， 太 原を 經て天 龍 山に 到着し、 其の後 約 一週 問 同地に 逗留して、 非常な 辛慘を 甞 めて 
||| 屮 諸 石 窟の 調赉並 に 撮影を 成就され たのであります 本書に 收載す る寫眞 はすべ て 此の 時に 抛つ て來 られた 
ものであります。 凡そ 此の 天酣山 石 窟が 、學術 上 どうい ふ價 値が あるかと いつた やうな ことは、 夙に 諸 先 锻 の御認 
になつ てゐる 所の もので あり、 又寫 .1- を 一見しても 莳 に會得 出来る ことであります V れに つけても 非 ^ な 苦 辛 
をして 成就され た 今 IBI の 踏 赍竝 に寫 E 撮影は、 我が 學界に 多大な 貢献を なされた ものと 存ぜ られ ます。 

そして 其 際に 外 村 君が 私の ために 太' 原 府で 聞きた だして 吳れ たのが、 太 IJn から 五合 縣ま では 乘合 0 1) 軍が あ 
つて 登山 もさして 難事で ない とい ふ 報道で ありました v it ゆへ 私は 此の 箸 中 休暇を 利用して 八月 一日に 束 京 
を 出 發し路 す がら 奈， U 附近 •朝鮮 慶州 附近の 諸石佛 を巡拜 して 同 乃 十五 口に 北京に 人り ました。 最初は 直に 五 台 
山 へ ^ ふ 心 紐で 屈り ましたが、 北京から In ] 行す る 約束で あつた 外 村 君が 引續き 東京に 滯在 して ゐて歸 宅せられ 


て 止まぬ ので ある。 天 龍 山 石 m の寫眞 集が 發行せ られ ると 聞いて、 兩舒 等の 功勞を 多と し、 因みに 
言 平素の 志望を 述べた ので ある。 


大正 十一 年 八 刀 初 游 


望月 信亨 
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ぬので、 その 待合の 期日を 利 州して 雲-: 一の 石窟 寺に 參詣 をし、 歸來外 村 君は どぅしても 都合が つかぬ とい ふので、 
前に 天 龍 山 踏 赍の 際に 主として 寫眞 撮影の 衝に 常ら れた平 田 君が、 外 村 君の 代りに 同行して 下さる ことにな り • 
九：^ . ft 日 北京を 出發 して 同廿 n まで 引續き 五台山 巡禮 のために 努力した ので ありました。 

一體 私が 五台山への 參詣を 思 ひ 立つ たのは 昨年 八月に 文部 竹 帝 國 美術 院の 事業と して 行 はれた 大分 縣の石 
佛調 赍と關 聯し て、 何 かの 參考资 料を 得たい とい ふこと、 それには 慈覺 大師の 入 牌 求 法巡禮 記の 記 ^ や、 陸地 測 15 
部 作製の 地阏 に石佛 とい ふ 地名が あつたので 尠な からぬ 好奇心を 煽られた のと、 一面には 亡 ia の 一週 忌 前 妻 竝 
に 長男の 七 週 忌 !: 相 常す るので， それ 等の 佛事 供養に 代へ て靈 地に 御參 をしたい と 志 念した からで ありました“ 
そして 其の 諸聖蹌 巡禮 中に 自分の 期待した 所の 研究資料に 接 子る ことは 出來 ませんで した けれども、 .碗 仙三藏 
や 法 照 禪師 の芳躅 を ^ ねて 無限の 感慨に 耽つ たので ありました。 萬嶺の 中心と いはれ る 台 山， その III 又 [II の 奥を 
極めた 神钣の 域に 詣づ る爲 めには 幾つかの 峻嶺を 越へ たわけで、 その 間 苦しい 思を する 度に、 平 田 君から して， 天 
龍 山 石 窟諸像 撮影 當 時の 述懷談 を 聞かされた ので ありました。 

斯く 私とは 设 初から 因 緣の淺 からぬ 外 村 君 等の 天 龍 山 石窟の 踏査、 それを 記念 - t るた めの寫 眞 集の 出版は、 私 
が 五台山の 參詣 から 歸る 前に、 一部の 書物と して 完成され て ゐ るべき 答 •て ありました が、 それが 色々 の 障 礙の爲 
めに 今日まで 延びて 居りました。 近口彌 i 寫眞 集が 出來 上る について > 私 としては 出發 前に 突然 長女を 失つ た哀 
傷、 かつは - M 途の 旅行に 疲れ果てた 心身に 進まぬ 筆を 呵して 不遜を かへ りみ ず こ、 に 本書の 末 ® に 附記す る こ 
とに 致しました， 私は 今 此の # が文學 博士 高 楠 順次 郞先 生、 望：^ 信亨 先生. エ學 博士 關野貞 先生、 文學博 士常 盤大定 
先生 •文學 博士 內藤 虎次郎 先生ょり 序文 又は 題字を たまは り、 美奘 して 世に 公に せらる る ことに 就き、 無上の 歡喜 
を 感ずる のて あります "それにつ けても 外 村、 田屮 ¥ 田. 三 君に 深厚の 敬意を 表する とともに、 なほ 出版に ついて 盡 
力せられ た 金 尾 種 次 郎君、 大塚稔 君、 金剛 義光 君に 一言 御禮を 申 上たい と 存じます。 

大正 十一 平 十月 一日 

小 野 玄妙 識 


CAVE TEMPLES OF TIEN-LUNG-SHAN 

[ILLUSTRATIONS] 


(Plate) 

1. General view of caves on the eastern peak. 

2. Outside view of the ist cave. 

3. ^akyamuni on the northern wall (facing the entrance), inside 
the ist cave. 

4. A buddha and two bodhisattvas, on the eastern wall, inside 
the ist cave. 


25. A lotus flower in the centre and an angle on the wing, on 
the southern part of the ceiling, inside the 3rd cave. 

26. Several niches (in which statues of buddhas are seated), on 
the outside cliff, between the 3rd cave and the 4th one. 

27. Sak-yamuni and two bodhisattvas on the northern wall (facing 
the entrance), inside the 4th cave. 

28. A buddha on the eastern wall, inside the 4th cave. 
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29. The attendant bodhisattva 
inside the 4th cave. 
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33 A bodhisattva, at the corner of the eastern wall, inside the 
6th cave. 
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buddba, two attendant bodhisaitvas. 
: western wall, inside the 16th *cave. 
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